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Ⅳ．窒素供給と作物反応
土壌を構成する有機物、土づくりとして投入される有機物、多収をねらって施用される肥料に関係なく、Ｎ投入量・吸収量を増やせば生育を促進、葉面積を拡大させる。その結果、一般的には窒素投入量を増やすと作物の産出量を高める。しかし、投入量と産出量の間には図８のように、多くの場面で報酬漸減の法則が成立し、作物への窒素投入の場面もその例外ではない。
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１．てん菜（根菜）の場合

　その仕組みは、てん菜の場合には次の図９のように説明できる25)。作物は窒素を硝酸（NO3）やアンモニア（NH4）で吸収するが、前者はアンモニアに変換されてタンパク質代謝に入っていく。しかし、アンモニアは基本的には生命体にとっては毒なので、あまりに窒素を多投して体内の窒素濃度を高めると、光合成速度を超えたアミノ酸、蛋白質代謝系のために糖の消費を多くするだけになる。
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換言すれば次のように表現できる。
窒素を多用すれば茎葉を繁茂させて多収に結びつくが、過繁茂が問題になる。繁茂した葉の全てに光が当たれば問題はないが、畦間がふさがる頃には葉が重なり合って光の当たらない葉が多くなる。しかし光の当たらない葉も夜は呼吸によって糖を消費する。つまり、光の当たらない葉を多く持つことは、稼ぎの悪いドラ息子を多く持ち、そのドラ息子がススキノで飲み歩く（無駄使い）ようなことになる。収入（砂糖合成）と支出（呼吸による糖の消費）との差（収益＝糖分）が小さくなり、増収率が低下する。窒素の多用、吸収により根の窒素含有率が高まると、水分が高まり、糖分の低下につながる（図10）18)。
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　２）キャベツの場合

　また、図11は異なった土壌で栽培されたキャベツの水分と糖分の関係である19)。○の山土は赤色で土壌窒素供給量が極めて低い。△の黒ボクは淡い黒色、□の水田は灰黄色で、一般的な耕地としての土壌窒素供給量の場合である。▲は土壌窒素供給量がやや高く、その土壌で堆肥を施用した場合である。

　　　　　　　　　
　これも、窒素供給量が多いと、収量は高まるが、多水分・低糖分になる現象の事例である。

３．穀類　
　穀類は、図５のＮ施肥量とトウモロコシ収量の関係に見られるように13)、窒素供給を増やせば、報酬漸減の法則の範囲内で子実生産が増加し、子実の窒素含有率も高まる。畑作物ではないが、典型事例として水稲の窒素吸収と収量の事例を図12に紹介する31)。

ただし、窒素多用による生育の遅れ、倒伏は障害的に収量を低下させ、要望される窒素含有率の程度は作物の種類や用途(加工適性、嗜好性)によって異なることを考慮する必要がある。特に、窒素の供給量は気象条件、りん酸供給条件との相互関係を考慮したバランスが必要とされる。

 

13)本田親史ら(1966)：十勝火山灰土壌の乾湿区分と「とうもろこし」の施肥用量試験、北農、33、29-34
18)西宗　昭（1982）：十勝に分布する肥沃度の異なった土壌におけるテンサイの生育解析、北農試研報、133、31-61
19)西宗 昭ら（1984）：たい肥連用圃場における連作キャベツの生育反応、野菜試研報、A12、141-154
25)西宗　昭（1987）：てん菜の施肥設計，地目別土壌診断と施肥設計，新時代の土づくりと施肥，ニューカントリー，'87増刊号，187-192，北海道協同組合通信社
31)小野信一(1992)：水稲の窒素吸収量と玄米収量との関係，「低投入適合作物・品種特性の土壌肥料的アプローチ」研究会資料,34-43，農業研究センター
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図10　てん菜のＮ吸収と品質
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図８　報酬漸減の法則
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不均一施肥・管理

これは報酬漸減の法則です

　パターンに多少の違いはありますが、各作物とも投入量（吸収量）と収量や品質、販売や所得の関係はこのような関係になります。



　土壌の面から見ると、こうした関係を気象条件とも関連させて数値化し、効率的な基盤整備、肥培管理、生産管理を高品質・多収、低コスト、環境保全に結びつけることが求められています。



　持続的農業の探求です。










